
受講料・テキスト代など

すべて 無料
大学側でインターンシップ保険に加入

体験内容
裏面の6つの研究体験分野から、
自分が体験したい分野を一つ選
び、それぞれ８コマ×各９０分の
講義や実習を３日間で体験

※ プログラムによっては活動や
体験の場所が学外になります

※ 保護者の方は参加できません

2026

お問合わせ｜入試部｜TEL.086-272-4024(直通)
E-mail nyushi@sguc.ac.jp  9:00～17:00（土日祝除く）  

インターンシップ
アカデミック

Schedule 8/6月 8/7火 8/8水
9：45～ 受付・集合 ― ―

10：15～10：30 開講式 ― ―

10：45～12：15 講義① 講義③ 講義⑥

昼 休 憩 ※カフェテリア（学食）利用可能

13：05～14：35 講義② 講義④ 講義⑦

14：50～16：20 ― 講義⑤ 講義⑧

16：20～ ― ― 閉講式

大学進学者の進路決定の参考となるよう、山陽学園大
学・山陽学園短期大学での講義や実習を実際に体験し、
専門分野の学びを深く知っていただく取り組みです。

科目等履修生としてこのプログラムを受講し、取得した単
位は、本学入学後に卒業の単位として認定します。

※ なお、複数年にわたって科目等履修生としてこのプロ
グラムを受講した場合でも、既修得単位の認定は1単
位とします。

アカデミック・インターンシップとは

対象 高校１年生～3年生
※４年生（定時制）も可能です。
※プログラムによっては高校１年生が受講

できないものがあります。

受付期間

５/１８（月）～７/３（金）

木 金 土

詳しくは
こちら

申込方法

⚫ 右のＱＲより、専用申込フォームにアク
セスし、申し込んでください。

⚫ 電話やＦＡＸによる申込みについては、
ご相談ください。

⚫ 単位認定を希望の場合は、大学と高校
間で科目等履修生の手続きを行います。



研 究 体 験 分 野 ①～⑥を１つ選択
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〈対 象〉  高校１～３年生
〈教 員〉 看護学科 山野井尚美ほか
〈テーマ〉 看護を科学する

～看護のエビデンスを構築しよう～ 
〈授業内容〉
1 講義：看護を科学するとは？
2 講義：人体の機能とその観察 人体の機能と疾患について

3 講義：人体の機能とその観察 バイタルサインって何？

4 演習：バイタルサインの測定
5 講義：人体の機能と看護のエビデンスを探せ！

看護のエビデンスを探すための研究紹介
やりたい実験の決定（グループワーク）

6 グループワーク：各グループの研究
7 グループワーク：研究結果まとめ
8 研究結果発表 まとめ
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岡山駅（バスターミナル①番のりば）⇄ 大学
「三蟠南」「新岡山港」「岡山ふれあいセンター」行きに
乗車（約25分）
「山陽学園大学・短大前」で下車

天満屋（バスターミナル①番のりば）⇄ 大学
上記バスに乗車（約15分）

駐輪場・駐車場も用意しています。
詳細は入試部にお問い合わせください。

公式HP

〒703-8501 岡山県岡山市中区平井1-14-1  TEL：086-272-4024（入試部）

TEL：086-272-6254（代表） FAX：086-272-5504 E-mail：nyushi@sguc.ac.jp 

路線バスは、日中約10分～15分おきに運行しています。
岡電バス「山陽学園大学経由」の下記の便に乗車ください。
■新岡山港行き ■岡山ふれあいセンター行き ■三蟠南行き
※路線が異なる便もあります。必ず「山陽学園大学経由」の便にご乗車ください。

JR岡山駅
１番のりば

天満屋
１番のりば

山陽学園大学
短大前下車約10分 約15分

路線バス

〈対 象〉 高校１～３年生
〈教 員〉 地域経営学科※ 中村聡志ほか
〈テーマ〉 フィールドワークを通じて学ぶ地域経営

〈授業内容〉
1 オリエンテーション
2 フィールドワークの準備
3 中心市街地フィールドワーク
4 グループワーク① 情報整理
5 グループワーク② 発表準備
6 グループワークの発表と討議
7 地域の基礎
8 講義の全体の振り返り

振り返りレポートの作成
※2027年４月名称変更予定
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〈対 象〉 高校 １～３年生
〈教 員〉 言語文化学科 清水律子ほか
〈テーマ〉 世界の「ことば」について考える

〈授業内容〉
1 世界の「ことば」を概観する
2 アジアの「ことば」と文化を概観する
3 アジアの「ことば」：中国語に触れる
4 アジアの「ことば」：韓国の言語と文化に触れる
5 英語の「ことば」の世界について考える
6 英語と日本語の「ことば」の世界に触れる
7 日本における「ことば」の学習の歴史に触れる
8 日本と外国の違いを留学生と考える

〈対 象〉 高校１～３年生
〈教 員〉 ビジネス心理学科 高橋功ほか
〈テーマ〉 大学で学ぶ心理学とビジネス

〈授業内容〉
1 心理学の全体像 ～人の心を科学する学問～
2 臨床心理学 ～心の健康のマネジメント～
3 社会心理学 ～集団の中での心の動き～
4 認知心理学 ～効果的な記憶方略～
5 心理学の研究法・調査法～調査結果の適切な評価～
6 AI概論 ～生成AIの今とこれから～
7 ビジネスに心理学を生かす～マネジメント編～
8 ビジネスに心理学を生かす～マーケティング編～

〈対 象〉 高校２～３年生
〈教 員〉 健康栄養学科 廣田幸子ほか
〈テーマ〉 食品と栄養を理解する

～食と栄養のプロフェッショナルを目指そう～
〈授業内容〉
1 オリエンテーション・食の仕事と食品の成分
2 食の入門（1）－食を取り巻く課題－
3 食の入門（2）－うま味と塩味－
4 臨床栄養の実習（1）－ソフト食について学ぶ－
5 臨床栄養の実習（2）

－食欲をそそる盛り付けに挑戦してみよう－
6 給食管理の実習（1）－衛生管理と大量調理－
7 給食管理の実習（2）－原価管理やコーディネート－
8 まとめと発表

〈対 象〉 高校２～３年生
〈教 員〉 こども育成学科 谷村紀彰ほか
〈テーマ〉 遊びから保育へのはじめの一歩

〈授業内容〉
1 ガイダンス 子どもにとっての遊びとは
2 子どもの遊びや保育室の観察
3 観察から読み解く子どもの育ち
4 保育の活動（1）絵本での遊び
5 保育の活動（2）コミュニケーション遊び
6 保育の活動（3）伝承遊び
7 保育の活動（4）音楽遊び
8 グループワークによる学びの振り返りとレポート作成
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